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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　旨
　平成13年に急性期病院に転換し、看護業務全体の見直しが進められている。その一つとして、看護
要約の様式を「社会保険病院看護記録ガイドライン」に沿って変更した。変更した看護要約が、病棟・
外来間で継続看護に活かされているか検討した。方法は、外来看護師への質問紙調査で行った。その
結果、新様式による看護要約は、病状、治療内容、患者の理解度および継続中の患者の問題などが解
りやすいという評価が得られた。今後の課題として、外来での継続看護のポイントがより解りやすい
記録をすることが残された。
　　　　　　　　　はじめに
　平成13年、当院は急性期病院へ転換する方針が出
され、看護業務全体の見直しが進められている。
この度、記録の見直しに伴い当院の看護要約の記載
内容を監査した結果、長文が多く要点をつかみにく
いという問題が明らかになった。そこで、　「社会保
険病院看護記録ガイドライン」　（以下ガイドライン
と略）に沿って看護要約の様式を変更した。
　変更した看護要約が、病棟・外来間で効率的に継
続看護に活かされているかを明らかにするために、
質問紙による調査を行った。
　その経過を報告する。
　　　　　　　　　研究方法
i，記録監査：平成14年7月、平成15年2月。
ii．質問紙による調査：平成15年5月外来
　　　　　　　　　　　看護師30名へ質問紙配布回
　　　　　　　　　　　収24名。
iii．監査および調査期間：平成14年7月～
　　　　　　　　　　　　平成！5年5月。
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　　　　　　　結果・考察
旧看護要約様式（図1参照）は、平成9年から各
図一1　旧看護要約
項目を自由記載にし、行った看護の評価と外来への
引き継ぎ事項を兼ねた。しかし、科によって短期入
院患者の多いところは記載していない、一方では自
一25一
北海道社会保険病院
第2巻　2003
由記載であることで記載に時間がかかるなどが見ら
れた。このことから委員会では、記載時間短縮と看
護要約の記載を確実に行う方向で検討を進めた。
　看護要約の監査では、①病名などの専門的略語が
多く、他職種との共有が難しい（特に循環器関連）、
②看護の評価がなされていない部署がある、③看護
援助についての記載が無い部署がある、④今後の問
題が「特になし」になっていて、外来看護へのつな
がりが見えない部署がある、の結果が出た。
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　平成14年5月、全社連の業務委員会からガイドラ
インが出されたので、それに沿って様式の検討を重
ねた。ガイドラインで着目したのは、各項目が記載
すべきことを問題ごとに説明されていること、“セル
フケア等の状況”が細かく軍内チェックになってい
る点であった。（図2，3参照）また、記載時間の問
題も克服できると捉えることが出来た。
　本年3月に新様式に切り換え2ヶ月経過した時点
で、外来看護師を対象に質問紙による調査を実施し
た。結果は、（図4参照）治療内容が解るようになっ
た46％、社会的情報が解るようになった54％、病状
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について患者の理解度が解るようになった63％、継
続中の患者の問題が解るようになった70％、入院中
の問題について看護の経過が解るようになった58％、
外来での継続看護のポイントが解るようになった
42％と出てきている。
　病棟では、平均在院日数の短縮でベッド稼働率が
上昇し看護要約を記載する頻度が高くなっている。
また、外来では患者・家族の在宅療養のニーズから
重症患者の通院治療が増加し病棟看護を継続させた
ケアが求められている。短時間で多くの患者に関わ
る外来で、退院した患者の“継続中の患者の問題が
解るようになった”70％は、病棟・外来間の看護連
携の柱になる。但し、“外来での継続看護のポイント
が解るようになった”42％が、やや低率なのは、継
続看護活動の効率面で課題として残された。
　現段階では、全患者に退院時看護要約の記載をす
る事になっている。今後は、継続看護活動の効率面
を考慮し、送り手の記載判断力と受け手の認識力を
向上させていく必要がある。
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　　　　　　　　　　おわりに
　看護要約の記載は、看護師個々の、看護の経過を
整理し要約する文章化の作業になる。外来での継続
看護のポイントが解るような内容と、記載された内
容が開示された場合にきちんと受け止めてもらえる
文章が書けるかどうかが重要になってくる。
　途中経過の報告になるが、様式変更で明らかにな
ったのは、看護要約は簡潔・明瞭・正確に記載され
て、そこから看護が連携されていくという事である。
①治療内容が解るようになった
　　　　　4％
潤諭9鵬
口はい
■どちらともいえな
　い
□いいえ
④継続中の患者の問題点が解るようになった
26％　　、ヴ、㍗．，
4％
70％
團
②社会的情報が解るようになった
0％
酬91」轟團
⑤入院中の患者の問題点が解るようになった
0％
幡σ．
58％
團
③患者の病状についての理解度が解るようになった
25％
12％
63％
團
⑥外来での継続看護のポイントが解るようになった
4％
54％
毎
42％ 團
図一4　外来看護師への質問紙調査結果
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